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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】手押し台車上に積載した複数の荷物が、運搬中
の振動で、滑動したり滑落するのを防止する。
【解決手段】台板１上面の前後左右に、可倒可能に柵７
，１４，２１，２６を立設し、それぞれの柵に設けた、
かぎ突片１０，１１，１６，１７，２２，２３，２７，
２８で相互に掛合して柵を固定し、台板１の後ろにハン
ドル３２を接続し、台板１の下面左右の前後に車輪３１
を接続して柵付台車を構成し、それぞれの柵を台板１上
に収納するには、左柵７、前柵２１、後ろ柵２６、右柵
１４の順に重積して横倒して収納し、収納状態からそれ
ぞれの柵を立設するには、左柵７の取っ手８を持ち上げ
ることで、他の前柵１４，２１，２６をワンタッチで持
ち上げ、それぞれの柵のかぎ突片で相互に掛合して柵を
固定する、折りたたみ柵付台車。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方形形状の板形状体の、一対の相対する側を左右とし、他方の相対する側を前後とした
台板と、前記台板上面の前後左右周縁近傍内側に多数の柵を可倒可能に立設してなり、そ
れぞれの柵の内側に板状物または網状物を貼り、
前記台板の、
上面左側縁略中央に透孔を設け、左柵突片孔とし、または、筒形状物を接続して、左柵筒
突片孔とし、
上面右側縁略中央に透孔を設け、右柵突片孔とし、または、筒形状物を接続して、右柵筒
突片孔とし、
下面の左側縁と右側縁の前後に車輪を設け、
後ろの上面又は側面にп形状部材の開放両端を接続してハンドルとし、
前記柵を構成する各柵は、前記台板の前方に前柵、後方に後ろ柵、右方に右柵、左方に左
柵を連続して配置し、
前記前柵と後ろ柵それぞれの高さが前記台板の前後幅の略半分よりやや小さく、左右幅は
前記台板の左右幅よりやや小さい略四辺形形状で、前記前柵の下辺両端に左右方向に突出
した突片を設け、前柵外側突片とし、
前記後ろ柵の下辺両端に左右方向に突出した突片を設け、後ろ柵外側突片とし
前記前柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、前記∩形状部材の開放両端を
、前記台板上面に接続して固定して、前記前柵を前記台板に回転自在に固定し、
前記後ろ柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、前記∩形状部材の開放両端
を、前記台板上面に接続して固定して、前記後ろ柵を前記台板に回転自在に固定し、
前記前柵上辺右端に後方に突出して上方に向いたカギ形状の突片を設け、前柵右カギ突片
とし、
前記後ろ柵上辺右端に前方に突出して上方に向いたカギ形状の突片を設け、後ろ柵右カギ
突片とし、
前記前柵の左辺略中央に左方向に突出して、上方に向いたカギ突片を設け、前柵左カギ突
片とし、
前記後ろ柵の左辺略中央に左方向に突出して、上方に向いたカギ突片を設け、後ろ柵左カ
ギ突片とし、
前記右柵は高さが前記台板の左右幅よりやや小さく、左右幅は前記台板の前後幅よりやや
小さい凹形状で、
下辺略中央に下方に突出して突片を設け右柵下方突片とし、
前記右柵下方突片は前記右側中央孔に貫入抜脱自在で、
前記右柵下辺両端に前および後方向に突出して突片を設け右柵外側突片とし、
それぞれの前記右柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、前記∩形状部材の
開放両端を前記台板上面に接続固定して、
前記右柵外側突片を前記台板に回転自在に固定し、
前記右柵を前記台板上面に横倒定置した際、凹部を除く全辺上に上方に突出して枠を設け
、右柵突出枠とし、
前記右柵上辺前方端に内側に突出して、下方に向いたカギ形状の突片を設け、右柵前カギ
突片とし、
前記右柵上辺後方端に内側に突出して、下方に向いたカギ形状の突片を設け、右柵後ろカ
ギ突片とし、
前記右柵前カギ突片は、前記前柵右カギ突片と掛合離反自在であり、
前記右柵後ろカギ突片は、前記後ろ柵右カギ突片と掛合離反自在であり、
前記左柵は高さが前記台板の左右幅よりやや小さく、左右幅は前記台板の前後幅よりやや
小さく、
半体である下方が四辺形形状枠体の上方に、半円形形状枠を接続し、
前記四辺形形状枠体上辺の前端に前方に突出して、下方に向いたカギ突片を接続し左柵カ
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ギ突片前とし、当該左柵カギ突片前は、前記前柵左カギ突片と掛合離反自在になっており
、
前記四辺形形状枠体上辺の後ろ端に後方に突出して、下方に向いたカギ突片を接続し左柵
カギ突片後ろとし、
当該左柵カギ突片後ろは、前述後ろ柵左カギ突片と掛合離反自在になっており、
当該半円形形状枠の略中央に左方に突出した突片を設け、取っ手とし、
前記左柵の下辺中央に下方に突出して突片を設け、左柵下方突片とし、
当該左柵下方突片は前記左側中央孔に貫入抜脱自在で、
前記左柵下辺両端に前および後方向に突出して突片を設け左柵外側突片とし、
それぞれの前記左柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、前記∩形状部材の
開放両端を前記台板上面に接続固定して、
前記左柵外側突片を前記台板に回転自在に固定し、
前記左柵下方突片を前記左側中央孔に貫入して立設し固定し、前記右柵下方突片を前記右
側中央孔に貫入して立設し固定し、
全面前柵と前記後ろ柵を立設し、前記前柵右カギ突片および前記後ろ柵右カギ突片に前記
右柵上辺両端のそれぞれの前記右柵カギ突片を掛合して、当該前柵と当該後ろ柵を固定し
、左柵カギ突片前と前柵左カギ突片を掛合し、左柵カギ突片後ろと後ろ柵左カギ突片を掛
合して構成する、ことを特徴とする折りたたみ柵付台車。
【請求項２】
　前記台板には前記車輪と前記ハンドルを設けない、ことを特徴とする請求項１に記載の
折りたたみ柵付台車。
【請求項３】
　前記前柵、前記後ろ柵、前記右柵、または、前記左柵の下辺中央部位に間隙を設けた、
ことを特徴とする請求項１、または、請求項２に記載の折りたたみ柵付台車。
【請求項４】
　前記台板上面に接続する前記∩形状部材は、前記台板を凸形状に打ち抜いて構成する、
ことを特徴とする請求項１、または、請求項２に記載の折りたたみ柵付台車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、台車上面全周縁に柵を設け、、台車が移動する際の振動で、台車に積載し
た運搬物が落下するのを防止し、台車不使用時には、柵を台車上に横倒折りたたみ収納が
可能な、折りたたみ柵付台車に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来このような台車は開発されている。
【特許文献１】特開平７－２０５８１８号公報では、底板を取り付けたL字状フレーム上
に３枚の枠体を立設し、左右の枠体を中央の枠体に立設した状態で折畳可能にしている。
【特許文献２】特開平１０－２５０３７９号公報では、台車の上に幌付枠を積載し前後に
折畳可能にしている。しかしながら、上記特許文献１及び２のものは、台車上面に折りた
たむのでなく、また、定位置で使用するのに適しており、移動車両に積載して簡便に使用
するには、不適当である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
そこで、この発明はこのような従来技術を考慮してなされたもので、
配送業者が手押し台車と小型荷物を貨物自動車に積載し、到着地で小形荷物を複数積み上
げて手押し台車に積載して移動する際、移動時の振動で積載物が滑動したり、道路の段差
を移動する際複数の積載物が滑落して、荷物崩壊や変形するのを防止でき、台車不使用時
には、柵を折りたたんで台車上に収納できる、折りたたみ柵付台車を提供し、上記課題を
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解決しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　そこで請求項１の発明は、
方形形状の板形状体の、一対の相対する側を左右とし、他方の相対する側を前後とした台
板と、前記台板上面の前後左右周縁近傍内側に多数の柵を可倒可能に立設してなり、それ
ぞれの柵の内側に板状物または網状物を貼り、
【０００５】
前記台板の、
上面左側縁略中央に透孔を設け、左柵突片孔とし、または、筒形状物を接続して、左柵筒
突片孔とし、
上面右側縁略中央に透孔を設け、右柵突片孔とし、または、筒形状物を接続して、右柵筒
突片孔とし、
下面の左側縁と右側縁の前後に車輪を設け、
【０００６】
後ろの上面又は側面にп形状部材の開放両端を接続してハンドルとし、
前記柵を構成する各柵は、前記台板の前方に前柵、後方に後ろ柵、右方に右柵、左方に左
柵を連続して配置し、
前記前柵と後ろ柵それぞれの高さが前記台板の前後幅の略半分よりやや小さく、
【０００７】
左右幅は前記台板の左右幅よりやや小さい略四辺形形状で、前記前柵の下辺両端に左右方
向に突出した突片を設け、前柵外側突片とし、
前記後ろ柵の下辺両端に左右方向に突出した突片を設け、後ろ柵外側突片とし、
【０００８】
前記前柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、前記∩形状部材の開放両端を
、前記台板上面に接続して固定して、前記前柵を前記台板に回転自在に固定し、
前記後ろ柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、
【０００９】
前記∩形状部材の開放両端を、前記台板上面に接続して固定して、前記後ろ柵を前記台板
に回転自在に固定し、
前記前柵上辺右端に後方に突出して上方に向いたカギ形状の突片を設け、前柵右カギ突片
とし、
【００１０】
前記後ろ柵上辺右端に前方に突出して上方に向いたカギ形状の突片を設け、後ろ柵右カギ
突片とし、
前記前柵の左辺略中央に左方向に突出して、上方に向いたカギ突片を設け、前柵左カギ突
片とし、
前記後ろ柵の左辺略中央に左方向に突出して、上方に向いたカギ突片を設け、後ろ柵左カ
ギ突片とし、
【００１１】
前記右柵は高さが前記台板の左右幅よりやや小さく、左右幅は前記台板の前後幅よりやや
小さい凹形状で、
下辺略中央に下方に突出して突片を設け右柵下方突片とし、
前記右柵下方突片は前記右側中央孔に貫入抜脱自在で、
【００１２】
前記右柵下辺両端に前および後方向に突出して突片を設け右柵外側突片とし、
それぞれの前記右柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、前記∩形状部材の
開放両端を前記台板上面に接続固定して、
【００１３】
前記右柵外側突片を前記台板に回転自在に固定し、
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前記右柵を前記台板上面に横倒定置した際、凹部を除く全辺上に上方に突出して枠を設け
、右柵突出枠とし、
【００１４】
前記右柵上辺前方端に内側に突出して、下方に向いたカギ形状の突片を設け、右柵前カギ
突片とし、
前記右柵上辺後方端に内側に突出して、下方に向いたカギ形状の突片を設け、右柵後ろカ
ギ突片とし、
前記右柵前カギ突片は、前記前柵右カギ突片と掛合離反自在であり、
【００１５】
前記右柵後ろカギ突片は、前記後ろ柵右カギ突片と掛合離反自在であり、
前記左柵は高さが前記台板の左右幅よりやや小さく、左右幅は前記台板の前後幅よりやや
小さく、
半体である下方が四辺形形状枠体の上方に、半円形形状枠を接続し、
【００１６】
前記四辺形形状枠体上辺の前端に前方に突出して、下方に向いたカギ突片を接続し左柵カ
ギ突片前とし、当該左柵カギ突片前は、前記前柵左カギ突片と掛合離反自在になっており
、
前記四辺形形状枠体上辺の後ろ端に後方に突出して、下方に向いたカギ突片を接続し左柵
カギ突片後ろとし、
【００１７】
当該左柵カギ突片後ろは、前述後ろ柵左カギ突片と掛合離反自在になっており、
当該半円形形状枠の略中央に左方に突出した突片を設け、取っ手とし、
前記左柵の下辺中央に下方に突出して突片を設け、左柵下方突片とし、
【００１８】
当該左柵下方突片は前記左側中央孔に貫入抜脱自在で、
前記左柵下辺両端に前および後方向に突出して突片を設け左柵外側突片とし、
それぞれの前記左柵外側突片は、∩形状部材に回転浮動自在に貫通し、前記∩形状部材の
開放両端を前記台板上面に接続固定して、
【００１９】
前記左柵外側突片を前記台板に回転自在に固定し、
前記左柵下方突片を前記左側中央孔に貫入して立設し固定し、前記右柵下方突片を前記右
側中央孔に貫入して立設し固定し、
全面前柵と前記後ろ柵を立設し、
【００２０】
前記前柵右カギ突片および前記後ろ柵右カギ突片に前記右柵上辺両端のそれぞれの前記右
柵カギ突片を掛合して、当該前柵と当該後ろ柵を固定し、左柵カギ突片前と前柵左カギ突
片を掛合し、左柵カギ突片後ろと後ろ柵左カギ突片を掛合して構成する。
【００２１】
請求項２の発明は、
　前記台板には前記車輪と前記ハンドルを設けない。
請求項３の発明は、
　前記前柵、前記後ろ柵、前記右柵、または、前記左柵の下辺中央部位に間隙を設けた。
請求項４の発明は、
　前記台板上面に接続する前記∩形状部材は、前記台板を凸形状に打ち抜いて構成する。
【発明の効果】
【００２２】
　請求項１の発明によれば、完成した状態から、
左柵を引き上げ、左柵下方突片を左柵突片孔から抜脱し、左柵カギ突片前と前柵左カギ突
片との掛合を解き、左柵カギ突片後ろと後ろ柵左カギ突片との掛合を解き、左柵を前記台
板上に横倒し、
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【００２３】
次に、右柵を引き上げ、右柵下方突片を右柵突片孔から抜脱し、右柵前カギ突片と前柵右
カギ突片との掛合を解き、右柵後ろカギ突片と後ろ柵右カギ突片の掛合を解き、前柵と後
ろ柵を左柵上に横倒重置し、右柵を前柵と前記後ろ柵上に横倒重置すると、
【００２４】
右柵の凹部の間から取っ手が上方に突出した状態に収納し、
右柵突出枠が右柵上に位置するので、すべての柵を収納した状態でも、右柵突片枠内側に
運搬物を積載し、右柵突出枠で積載物の滑落を防止し運搬可能である。
【００２５】
　取っ手を引き上げて左柵を起立させると、左柵の半円形形状部位が、前柵と後ろ柵の上
辺に摺接して、前柵と後ろ柵が同時に上昇し、
同時に前柵と後ろ柵の上辺が、右柵上辺に摺接して右柵が起立するので、右柵下方突片を
右側突片孔に貫入して右柵を立設固定し、
【００２６】
右柵前カギ突片と前柵右カギ突片を掛合し前柵を立設固定し、右柵後ろカギ突片と後ろ柵
右カギ突片を掛合し後ろ柵を立設固定し、
左柵を引き上げ、左柵下方突片を左側突片孔に貫入し、左柵カギ突片前と前柵左カギ突片
を掛合し、
【００２７】
左柵カギ突片後ろと後ろ柵左カギ突片を掛合して左柵を立設固定しすると、折りたたみ枠
付台車となる。
　請求項２の発明によれば、前記台板に車輪とハンドルを設けない状態で、既存市販の台
車上面に台板を接続することで、既存市販の台車を容易に折りたたみ枠枠付台車に改造で
きる。
【００２８】
　請求項３の発明によれば、前柵と後ろ柵と右柵と左柵の下辺中央部位に間隙を設けたこ
とで、∩形状部材を台板に接続した後、
前柵と後ろ柵と右柵と左柵のそれぞれの左辺と右辺を中央方向に押縮して、前柵のそれぞ
れの外側突片と、
【００２９】
後ろ柵のそれぞれの外側突片と、右柵のそれぞれの外側突片と、左柵のそれぞれの外側突
片を、回転浮動自在に∩形状部材に貫通して接続することが可能となり、各∩形状部材に
各柵を貫通しながら個々に接続するわずらわしさが解消できる。
【００３０】
　請求項４の発明によれば、台板を構成する平板の∩形状部材構成位置に、∩形状部材構
成用凸型枠と凹型枠を配置して∩形状部材を圧造し、∩形状部材を構成することで、台板
と∩形状部材を一体構成することが可能となる。
【実施例１】
【００３１】
　この発明を、図に基づき説明する。
台板１の上左側縁略中央に左柵突片孔２を設け、または、筒形状物を接続して、左柵筒突
片孔３とし、
右側縁略中央に右柵突片孔４を設け、または、筒形状物を接続して、右柵筒突片孔５とし
、
【００３２】
台板1下面の左側縁と右側縁の前後に車輪３１を設け、
後ろの上面又は側面にп形状部材の開放両端を接続してハンドル３２とし、
前と後ろの右柵外側突片１８を∩形状部材６に回転浮動自在に貫通し、右柵１４を回転自
在に台板1に固定し、
【００３３】
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右柵下方突片１５を右柵突片孔４に貫入して、右柵１４を台板1上右側に立設固定し、
左と右の前柵外側突片２４を∩形状部材６に回転浮動自在に貫通し、前柵を回転自在に台
板1に固定し、
前柵右カギ突片と右柵前カギ突片１６を掛合し、前柵を立設し、
【００３４】
左と右の後ろ柵外側突片を∩形状部材６に回転浮動自在に貫通し、後ろ柵２６を回転自在
に台板1に固定し、
後ろ柵右カギ突片２８と右柵後ろカギ突片１７を掛合し、後ろ柵２６を立設し、
【００３５】
前と後ろの左柵外側突片１２を∩形状部材６に回転浮動自在に貫通し、左柵７を回転自在
に台板1に固定し、
左柵下方突片９を左柵突片孔２に貫通して、
【００３６】
左柵７を台板1上左側に立設固定し、
左柵カギ突片前１０と前柵左カギ突片２２を掛合し、
左柵カギ突片後ろ１１と後ろ柵左カギ突片２７を掛合すると、折りたたみ柵付台車が出来
上がる。
【００３７】
　左柵７を引き上げ、左柵下方突片９を左柵突片孔２から抜脱し、左柵カギ突片前１０と
前柵左カギ突片２２との掛合を解き、左柵カギ突片後ろと１１後ろ柵左カギ突片２７との
掛合を解き、左柵７を前記台板1上に横倒し、
【００３８】
次に、右柵１４を引き上げ、右柵下方突片１５を右柵突片孔４から抜脱し、右柵前カギ突
片１６と前柵右カギ突片２３との掛合を解き、右柵後ろカギ突片１７と後ろ柵右カギ突片
２８の掛合を解き、前柵２１と後ろ柵２６を左柵７上に横倒重置し、
【００３９】
右柵１４を前柵２１と後ろ柵２６上に横倒重置すると、右柵突出枠１９が右柵１４上に位
置し、右柵１４の凹部の間から取っ手８が上方に突出した状態に収納できる。
収納状態から、取っ手８を引き上げて左柵７を起立させると、
【００４０】
左柵７の半円形形状部位が、前柵２１と後ろ柵２６の上辺に摺接して、前柵２１と後ろ柵
２６が同時に上昇し、
同時に前柵２１と後ろ柵２６の上辺が、右柵１４上辺に摺接して右柵１４が起立するので
、
【００４１】
右柵下方突片１５を右柵突片孔４に貫入して右柵１４を立設固定し、
右柵前カギ突片１６と前柵右カギ突片２３を掛合し前柵２１を立設固定し、右柵後ろカギ
突片１７２８と後ろ柵右カギ突片を掛合し後ろ柵２６を立設固定し、
【００４２】
左柵７を引き上げ、左柵下方突片９を左柵突片孔２に貫入し、左柵カギ突片前１０と前柵
左カギ突片２２を掛合し、左柵カギ突片後ろ１１と後ろ柵左カギ突片２７を掛合して左柵
７を立設固定すると、折りたたみ枠付台車となる。
【００４３】
　図８に示すように、本体３２を市販台車３５に鋲３４で固定することで、市販台車３５
を容易に折りたたみ枠付台車に改造できる。
　前柵２１の下辺中央部位に前柵間隙２５を、後ろ柵２６の下辺中央部位に後ろ柵間隙３
０を、
【００４４】
右柵１４の下辺中央部位に右柵間隙２０を、または、左柵７の下辺中央部位に左柵間隙１
３を設け、
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台板1に∩形状部材６を接続した後、各柵の左辺と右辺を中央方向に押縮して、各柵の外
側突片を∩形状部材６に回転浮動自在に接続することが可能となる。
【００４５】
　図９に示すように、台板１のそれぞれの∩形状部材構成位置３８の上面に凹型３６を、
相対する下面に凸型３７を置き、凹型３６と凸型３７で台板１を圧造して∩形状部材６を
構成し、順次、それぞれの∩形状部材構成位置３８へ凹型３６と凸型３７を移動し、それ
ぞれの∩形状部材６を構成することが可能である。
　
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の完成斜視図。
【図２】本発明の柵を展開した平面図。
【図３】本発明の柵を収納した平面図。
【図４】本発明を分解した平面図。
【図５】本発明の、後ろ柵左カギ突片と左柵カギ突片後ろの掛合と、後ろ柵右カギ突片と
右柵後ろカギ突片の掛合を示す図。
【図６】本発明の台板に透孔設置の状態を示す図で、（Ａ）は右柵突片孔を、（Ｂ）は右
柵筒突片孔を、（Ｃ）は左柵突片孔を、（Ｄ）は右柵筒突片孔を設けた図。
【図７】本発明の（Ａ）は右柵、（Ｂ）は左柵、（Ｃ）は前柵、（Ｄ）は後ろ柵の下辺中
央部位に間隙を設けた図で、（Ｅ）は左柵の下辺を中央方向に押縮して左柵外側突片を∩
形状部材に接続する途中の図。
【図８】本発明を市販台車に接続して改造する図で（Ａ）は改造途中の図、（Ｂ）は改造
完了の図。
【図９】本発明の、台板を圧造して∩形状部材を構成する図で（Ａ）は凹型と凸型を∩形
状部材構成位置に設置した図、（Ｂ）は一体構成完了の図。
【符号の説明】
【００４７】
　１　　台板
　２　　左柵突片孔
　３　　左柵筒突片孔
　４　　右柵突片孔
　５　　右柵筒突片孔
　６　　∩形状部材
　７　　左柵
　８　　取っ手
　９　　左柵下方突片
１０　左柵カギ突片前
１１　左柵カギ突片後ろ
１２　左柵外側突片
１３　左柵間隙
１４　右柵
１５　右柵下方突片
１６　右柵前カギ突片
１７　右柵後ろカギ突片
１８　右柵外側突片
１９　右柵突出枠
２０　右柵間隙
２１　前柵
２２　前柵左カギ突片
２３　前柵右カギ突片
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２４　前柵外側突片
２５　前柵間隙
２６　後ろ柵
２７　後ろ柵左カギ突片
２８　後ろ柵右カギ突片
２９　後ろ柵外側突片
３０　後ろ柵間隙
３１　車輪
３２　ハンドル
３３　本体
３４　鋲
３５　市販台車
３６　凹型
３７　凸型
３８　∩形状部材構成位置
 

【図１】 【図２】



(10) JP 2012-144207 A 2012.8.2

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(11) JP 2012-144207 A 2012.8.2

【図７】 【図８】

【図９】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

